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	経過とふりかえり・到達
	はじめに
	一  経過報告日誌
	二  取り組みのふりかえり・到達
	１. 以下、主な取り組みについて、時間順にふりかえります。
	(１) 第９回口頭弁論
	１０月２８日、第９回口頭弁論がありました。この日は、第４次提訴が併合されて初めての法廷で、原告数は１３３８名となりました。高橋博子さんが原告として意見陳述。高橋さんは、1歳半（当時）のわが子を守るために苦悩した母親の立場からも、また原爆やビキニ被災におけるアメリカの被害隠蔽と過小評価の歴史を研究する歴史家の立場から訴えました。

	(２) １１月２１日に、四電の自然エネ買取り問題で申入れ
	四電が自然エネの買取りを「保留」している問題で、伊方原発をとめる会は１１月２１日に愛媛県と経済産業大臣に要請を行い、四国電力に対して申し入れを行いました。四電に対しては、① 「再生可能エネルギー新規契約中断」の撤回、②四国の環境を活かした中小規模の揚水発電、蓄電技術の活用、③ 伊方原発再稼働の断念―を申し入れました。

	(３) 田中優講演会
	１２月２３日、自然エネを活用し、電力会社に依存しない生活（オフグリッド生活）を実践している田中優さんを講師に学習・討論を行いました。愛媛県美術館講堂で開催された集会には１００名が参加しました。田中さんは、ドイツと比べつつ課題を明らかにし、日本の場合、「調整力」を持たない点が問題で、「蓄電」機能が不可欠と指摘しました。

	(４)  裁判所に署名９万７千筆を提出
	１２月２４日、「早期に伊方原発の運転差し止め判決を求める署名」９万４千筆を超えて松山地方裁判所に提出しました。（その後累計９万７０００筆に）９月２０日の第４回定期総会で呼び後かけ、３カ月間という短い期間で集めたものです。四国および大分、山口、広島、岡山など伊方原発周辺の県で積極的に取り組まれたほか、全国各地からも署名が寄せられました。

	(５) 環境案全管理委員会に公開質問
	１２月２４日、伊方原発環境安全管理委員会の原子力安全専門部会に公開質問をしました。内容は「基準地震動」が「平均像」をもとに計算されている問題を部会で議論しているかなどを問いました。不当にも、回答しないとの対応でした。

	(６) 第１０回口頭弁論
	２月１０日に第１０回口頭弁論が行われました。原告、支援者など１１０名が松山地裁に集まりました。原告からは益田紀志雄さん、和田宰さんが陳述しました。引き続き法廷で、３０分間、映画「日本と原発」の一部を提示・上映しました。

	(７) ３・１１に新居浜と松山市で集会
	３月１１日、松山では夕方６時から「伊方原発をとめる３・１１愛媛集会」とデモが行われました。伊方原発をとめる会がよびかけ、約３００名が参加しました。各団体から４名が発言しました。集会の後デモが行われました。この日は、伊方原発再稼働を許さないと伊方原発前で集会が行われ、新居浜でも１００名の集会とデモが行われました。

	(８) 井戸謙一講演会
	３月２２日に、国内で初めて原発の運転差し止め判決を言い渡した元裁判長・井戸謙一さんの講演会を開催しました。松山市のコムズ 開催し約２００名の参加がありました。井戸さんが用意した資料は、パワーポイント８５枚に及び、健康・医療面のほか、地震動問題などの技術面か ら、また経済面からも語られました。

	(９) 航空機衝突問題で申入れ
	４月２日、知事に対し、「伊方原発への航空機衝突に関する四国電力答弁を訂正させ、航空機落下問題で『想定外』を作らないよう求める申し入れ」を行いました。航空機と伊方原発の衝突が分析されたかのような四国電力の説明の訂正を求めること、直接衝突の対策も含め、国と四国電力に検討を求めることなどを申入れました。

	(１０) 県議候補者にアンケート
	３月２４日付で、愛媛県議会議員選挙の予定候補６０名に原発再稼働に関するアンケートを送り、期限までに届いた回答は１４通でした。１１名の候補が反対、どちらかといえば反対と回答しましたが、反対表明の候補のうち当選した人は５名でした。

	(１１) 第１１回口頭弁論
	４月２１日、第１１回口頭弁論が行われました。弁護団は、伊方１号炉訴訟の際に提出され、裁判長が交代し審議もされず放置された生越忠（おごせすなお）鑑定書に基づく主張をなどを行いました。原告は、斉間淳子さんが意見陳述。伊方原発の立地に向けた用地買収が秘密裏に行われていた時期から、一貫して原発に反対してきた訴えは圧巻でした。

	(１２) 「日本と原発」上映会
	５月１０日、松山市内で「日本と原発」の上映会を行いました。午前午後で３００名の参加がありました。福島第一原発事故の直後、近藤駿介・原子力委員会委員長が示したといわれるパワーポイント資料も衝撃でした。列島を分断する危機が現実にあったことを示していました。

	(１３) 審査書案について、原子力規制委員会に申入れ
	５月２０日、原子力規制委員会は、四国電力伊方原子力発電所３号機について再稼働の前提となる審査書案を発表しました。ただちに抗議申し入れを行いました。私たちが申入れた最新知見での徹底検証がなされていないことを指摘しました。

	(１４) ６・７大集会に２５００人
	６月７日午後、NO NUKES EHIME2　「フクシマを繰り返すな！　伊方原発再稼働やめよ!! ６・７大集会」が松山市城山公園で開催されました。集会には四国４県及び広島、山口、岡山、大分など各地から参加があり、２５００人の熱気あふれるものとなりました。「岬めぐり」で知られる山本コウタローさんは、伊方原発を再稼働させてはならないと強く訴えました。

	(１５) 第１２回口頭弁論
	７月１４日に、第１２回口頭弁論が開催されました。弁護団は、水素爆轟（ばくごう）問題、海水ポンプ問題などを陳述。原告は、森瀧春子さん（広島市在住）が、福島で被ばくした牛たちに、まだら状の斑点のできた異常な子牛が八頭生まれている事実を紹介。遠藤素子さん（八幡浜市在住）は、地元住民との対話から、子や孫に危険なものを残してはならないと訴えました。

	(１６) ７月１５日の審査書確定にあたって
	７月１５日、伊方３号機が新規制基準に適合していると発表された特後、ただちに記者会見を行いました。深層防護の第5層が除外されている審査は「欠陥」であると指摘し、また、放射性物質が住民の住む環境に放出される事態が避けられないとしているのであり、原発を稼働させるということは、こうした危険が回避できないことをアピールしました。

	(１７) 再稼働に追随せぬよう申入れ
	川内原発１号機が再稼働した８月１１日、愛媛県知事に対し、川内原発の再稼働は国民に対する侮辱であり、これに追随しないよう求めました。

	(１８) 第１３回口頭弁論
	９月８日に第１３回口頭弁論が行われました。原告からは徳弘嘉孝さん（土佐市）が若い頃に核のエネルギーに夢をもったが、実際は人間を痛めつけるものだった。撤退すべきと訴えました。向井公子さん（松山市）は娘さんへの被ばくを避けて転居したことなど実体験に基づいて訴えました。

	(１９) １５年９月議会に請願陳情を行いました。
	県内議会並びに高知県内の議会、香川県内の議会、徳島県の一部の議会に対して請願または陳情を行いました。内容は二つに分け、一つは愛媛県知事に「再稼働を認めないよう」求めるもの、もう一つは「原発問題の本質を深める公開討論会を行うよう」求めるものです。高知県の南国市議会などが「公開討論を求める」意見書を中村知事に送りました。砥部町議会では総務委員会で採択されましたが本会議で否決されました。

	(２０) 愛媛県知事に対する新たな署名行動
	６月７日の集会～９月末までの間に、愛媛県知事にあてた新たな署名運動に取り組みました。①再稼働を認めないこと、②原発問題の本質を深める公開討論会を開催することーを求める内容です。７月４日には、周辺県の中心的な人たちに集ってもらい、意義を確認し、署名用紙を普及しながら取り組みました。８月１７日から毎日集約報告を継続し、９月１７日現在５万７３６０筆です。１０月５日に愛媛県知事宛提出の予定です。

	(２１) ＳＴＯＰ伊方原発！１１・１全国集会in松山―福島をくり返さない！―　の準備に取り組みました。
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	財政確立のために会員の確保を広げ、財政にも寄与する資料普及、書籍普及などに取り組みます。
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	はじめに
	一  経過報告日誌
	二  取り組みのふりかえり・到達
	１. 以下、主な取り組みについて、時間順にふりかえります。
	(１) 第９回口頭弁論
	１０月２８日、第９回口頭弁論がありました。この日は、第４次提訴が併合されて初めての法廷で、原告数は１３３８名となりました。高橋博子さんが原告として意見陳述。高橋さんは、1歳半（当時）のわが子を守るために苦悩した母親の立場からも、また原爆やビキニ被災におけるアメリカの被害隠蔽と過小評価の歴史を研究する歴史家の立場から訴えました。

	(２) １１月２１日に、四電の自然エネ買取り問題で申入れ
	四電が自然エネの買取りを「保留」している問題で、伊方原発をとめる会は１１月２１日に愛媛県と経済産業大臣に要請を行い、四国電力に対して申し入れを行いました。四電に対しては、① 「再生可能エネルギー新規契約中断」の撤回、②四国の環境を活かした中小規模の揚水発電、蓄電技術の活用、③ 伊方原発再稼働の断念―を申し入れました。

	(３) 田中優講演会
	１２月２３日、自然エネを活用し、電力会社に依存しない生活（オフグリッド生活）を実践している田中優さんを講師に学習・討論を行いました。愛媛県美術館講堂で開催された集会には１００名が参加しました。田中さんは、ドイツと比べつつ課題を明らかにし、日本の場合、「調整力」を持たない点が問題で、「蓄電」機能が不可欠と指摘しました。

	(４)  裁判所に署名９万７千筆を提出
	１２月２４日、「早期に伊方原発の運転差し止め判決を求める署名」９万４千筆を超えて松山地方裁判所に提出しました。（その後累計９万７０００筆に）９月２０日の第４回定期総会で呼びかけ後、３カ月間という短い期間で集めたものです。四国および大分、山口、広島、岡山など伊方原発周辺の県で積極的に取り組まれたほか、全国各地からも署名が寄せられました。

	(５) 環境安全管理委員会に公開質問
	１２月２４日、伊方原発環境安全管理委員会の原子力安全専門部会に公開質問をしました。内容は「基準地震動」が「平均像」をもとに計算されている問題を部会で議論しているかなどを問いました。不当にも、回答しないとの対応でした。

	(６) 第１０回口頭弁論
	２月１０日に第１０回口頭弁論が行われました。原告、支援者など１１０名が松山地裁に集まりました。原告からは益田紀志雄さん、和田宰さんが陳述しました。引き続き法廷で、３０分間、映画「日本と原発」の一部を提示・上映しました。

	(７) ３・１１に新居浜と松山市で集会
	３月１１日、松山では夕方６時から「伊方原発をとめる３・１１愛媛集会」とデモが行われました。伊方原発をとめる会がよびかけ、約３００名が参加しました。各団体から４名が発言しました。集会の後デモが行われました。この日は、伊方原発再稼働を許さないと伊方原発前で集会が行われ、新居浜でも１００名の集会とデモが行われました。

	(８) 井戸謙一講演会
	３月２２日に、国内で初めて原発の運転差し止め判決を言い渡した元裁判長・井戸謙一さんの講演会を開催しました。松山市のコムズで 開催し約２００名の参加がありました。井戸さんが用意した資料は、パワーポイント８５枚に及び、健康・医療面のほか、地震動問題などの技術面から、また経済面からも語られました。

	(９) 航空機衝突問題で申入れ
	４月２日、知事に対し、「伊方原発への航空機衝突に関する四国電力答弁を訂正させ、航空機落下問題で『想定外』を作らないよう求める申し入れ」を行いました。航空機と伊方原発の衝突が分析されたかのような四国電力の説明の訂正を求めること、直接衝突の対策も含め、国と四国電力に検討を求めることなどを申入れました。

	(１０) 県議候補者にアンケート
	３月２４日付で、愛媛県議会議員選挙の予定候補６０名に原発再稼働に関するアンケートを送り、期限までに届いた回答は１４通でした。１１名の候補が反対、どちらかといえば反対と回答しましたが、反対表明の候補のうち当選した人は５名でした。

	(１１) 第１１回口頭弁論
	４月２１日、第１１回口頭弁論が行われました。弁護団は、伊方１号炉訴訟の際に提出され、裁判長が交代し審議もされず放置された生越忠（おごせすなお）鑑定書に基づく主張などを行いました。原告は、斉間淳子さんが意見陳述。伊方原発の立地に向けた用地買収が秘密裏に行われていた時期から、一貫して原発に反対してきた訴えは圧巻でした。

	(１２) 「日本と原発」上映会
	５月１０日、松山市内で「日本と原発」の上映会を行いました。午前午後２回の上映で３００名の参加がありました。福島第一原発事故の直後、近藤駿介・原子力委員会委員長が示したといわれるパワーポイント資料も衝撃でした。列島を分断する危機が現実にあったことを示していました。

	(１３) 審査書案について、原子力規制委員会に申入れ
	５月２０日、原子力規制委員会は、四国電力伊方原子力発電所３号機について再稼働の前提となる審査書案を発表しました。ただちに抗議申し入れを行いました。私たちが申入れた最新知見での徹底検証がなされていないことを指摘しました。

	(１４) ６・７大集会に２５００人
	６月７日午後、NO NUKES EHIME2　「フクシマを繰り返すな！　伊方原発再稼働やめよ!! ６・７大集会」が松山市城山公園で開催されました。集会には四国４県及び広島、山口、岡山、大分など各地から参加があり、２５００人の熱気あふれるものとなりました。「岬めぐり」で知られる山本コウタローさんは、伊方原発を再稼働させてはならないと強く訴えました。

	(１５) 第１２回口頭弁論
	７月１４日に、第１２回口頭弁論が開催されました。弁護団は、水素爆轟（ばくごう）問題、海水ポンプ問題などを陳述。原告は、森瀧春子さん（広島市在住）が、福島で被ばくした牛たちに、まだら状の斑点のできた異常な子牛が八頭生まれている事実を紹介。遠藤素子さん（八幡浜市在住）は、地元住民との対話から、子や孫に危険なものを残してはならないと訴えました。

	(１６) ７月１５日の審査書確定にあたって
	７月１５日、伊方３号機が新規制基準に適合していると発表された直後、ただちに記者会見を行いました。深層防護の第5層が除外されている審査は「欠陥」であると指摘し、また、放射性物質が住民の住む環境に放出される事態が避けられないとしているのであり、原発を稼働させるということは、こうした危険が回避できないことをアピールしました。

	(１７) 再稼働に追随せぬよう申入れ
	川内原発１号機が再稼働した８月１１日、愛媛県知事に対し、川内原発の再稼働は国民に対する侮辱であり、これに追随しないよう求めました。

	(１８) 第１３回口頭弁論
	９月８日に第１３回口頭弁論が行われました。原告からは徳弘嘉孝さん（土佐市）が若い頃に核のエネルギーに夢をもったが、実際は人間を痛めつけるものだった、撤退すべきと訴えました。向井公子さん（松山市）は娘さんへの被ばくを避けて転居したことなど実体験に基づいて訴えました。

	(１９) ９月議会に請願陳情を行いました。
	愛媛県内自治体議会並びに高知県内の自治体議会、香川県内の自治体議会、徳島県の一部の自治体議会に対して請願または陳情を行いました。内容は二つに分け、一つは愛媛県知事に「再稼働を認めないよう」求めるもの、もう一つは「原発問題の本質を深める公開討論会を行うよう」求めるものです。高知県の南国市議会などが「公開討論を求める」意見書を中村知事に送りました。砥部町議会では総務委員会で採択されましたが本会議で否決されました。

	(２０) 愛媛県知事に対する新たな署名行動
	６月７日の集会～９月末までの間に、愛媛県知事にあてた新たな署名運動に取り組みました。①再稼働を認めないこと、②原発問題の本質を深める公開討論会を開催することを求める内容です。７月４日には、周辺県の中心的な人たちに集ってもらい、意義を確認し、署名用紙を普及しながら取り組みました。９月１７日現在５万７３６０筆です。１０月５日に愛媛県知事宛提出の予定です。

	(２１) 「ＳＴＯＰ伊方原発！１１・１全国集会in松山―福島をくり返さない！―」の準備に取り組んでいます。
	９月３日この集会準備の為に、伊方原発周辺各県で運動の中心にいる人たちに集ってもらいました。四国各県内と広島県内から役員が参加、「原発をなくす全国連絡会」からも代表が参加しました。集会名称を確定し、集会の主催は「伊方原発をとめる会」としました。協賛を中央の４団体に要請することにしました。前日、八幡浜市長が伊方原発の再稼働を認める回答を知事に行ったことについて抗議文書を発し、記者会見を行いました。
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	２０１５年度活動方針
	一  情勢
	① 伊方原発の再稼働をめぐる動きは10月6日に、重大な局面を迎えようとしています。愛媛県議会の「エネルギ―・危機管理対策特別委員会」が、伊方原発の再稼働を求める請願2本と、再稼働に反対する請願2本に関する参考人からの事情聴取を終えて、10月6日に採決すると報じられています。事情聴取は国と四国電力の話を聴いただけです。批判的見地をもつ専門家の意見は全く聴取していません。伊方町の山下町長が、町議会最終日の10月6日以降に、伊方３号機の再稼働について「判断」し、知事に報告すると報じられています。推進側が...
	② 県議会と並んで知事が重視しているとされるのが、伊方原発環境安全管理委員会・原子力安全専門部会の対応です。部会が急テンポで開催され、四国電力と国の説明を受けただけで「まとめ」を作成しました。環境安全管理委員会でこれを確認し、9月1日には知事に報告されました。また、知事の要望を受けて四国電力が「おおむね1000ガルに対応」としたのを同部会が確認したとしています。誇大広告的とさえ言える問題です。これらは一切批判的な専門家の意見を聴取することなくまとめたものであり、検証に値しないものです。
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